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金…木…だ翼腿翼…よ…り

新町長に

田中豊蔵氏
議会も一新、新人、元が半数を占める

〈
町
識
会
躯
員
選
挙
〉

○
投
票
者
数
九
、
六
五
八
人

○
投
票
率
九
四
・
七
八
％

○
投
票
総
数
九
、
六
五
○
票

○
有
効
投
票
数
九
、
五
八
一
票

去
る
二
月
十
一
日
行
わ
れ
た

金
木
町
長
選
挙
の
結
果
、
田
中

豊
蔵
氏
が
当
選
、
直
ち
に
就
任

し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
町

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
現
職
十

六
人
、
元
二
人
、
新
人
十
二
人

の
合
計
三
十
人
に
よ
っ
て
二
十

議
席
が
争
わ
れ
、
白
熱
し
た
選

挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

各
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
町
長
選
挙
〉

○
有
権
者
数
一
○
、
一
九
○
人

○
投
票
者
数
九
、
六
五
七
人

○
投
票
率
九
四
・
七
七
％

○
投
票
総
数
九
、
六
四
九
票

○
有
効
投
票
数
九
、
五
一
○
票

○
当
選
田
中
盤
蔵
三
、
八
○
八
票

次
点
古
川
竹
夫
三
、
一
四
八
票

珍
田
福
伍
郎

二
、
五
二
九
票

楠
美
孝
夫
二
五
票●

去
る
二
月
十
一
日
の
選
挙
に

は
、
町
民
皆
様
の
御
理
解
あ
る

御
支
持
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ

か
ら
四
年
間
、
町
行
政
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
こ
の
結
果
を
す
な
お
に
受
け

と
め
、
強
い
心
を
持
っ
て
、
新

し
い
町
づ
く
り
に
迩
進
す
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
町
の
状
態
は
他
町
村

と
比
較
し
て
み
て
、
か
な
り
の

分
野
に
於
い
て
遅
れ
を
取
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
蛎
態
を
充
分
認
識
し

な
が
ら
、
過
去
の
議
会
生
活
の

と
き
に
勉
強
し
て
き
た
事
を
参

考
に
し
て
「
誠
意
あ
る
話
し
合

い
の
行
政
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

○
得
票
（
按
分
票
は
切
捨
て
）
〃

当
小
林
長
一
五
四
五
票
〃

″
西
村
節
男
五
二
五
票
少

〃
鳴
海
義
男
五
一
七
票
〃

〃
小
野
祐
蔵
四
七
○
票
〃

″
伊
藤
滴
慈
四
六
五
票
〃

〃
白
川
徳
政
四
二
四
票
〃

〃
伊
丸
岡
勇
四
二
四
票
〃

町
長
就
任
に
当
た
っ
て

田
中
豊
蔵

て
、
新
し
い
社
会
に
即
応
し
た

町
の
基
本
計
画
を
作
る
蛎
が
急

務
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
当
面
、
次
の
事
柄
に
つ
い
て

努
力
い
た
し
ま
す
。

①
住
民
自
治
の
本
旨
を
体
し
、

「
親
切
と
対
話
」
の
行
政
を
推

進
す
る
。

②
執
行
機
関
・
議
決
機
関
相
互

の
権
限
を
尊
重
し
、
本
来
の
機

能
発
揮
に
努
め
る
。

③
職
貝
そ
の
他
の
人
事
に
つ
い

て
は
、
公
平
無
私
・
適
材
適
所

主
義
を
貫
き
、
論
功
行
賞
的
人

蛎
は
排
除
す
る
。

④
役
場
の
機
栂
改
革
、
事
務
改

善
に
着
手
し
、
効
率
的
行
政
の

小
田
桐
喜
吉
三
八
九
票

対
馬
兼
正
三
六
五
票

竹
内
武
六
三
六
二
票

今
久
米
雄
三
四
九
票

白
川
峰
雄
三
四
二
票

沢
田
政
孝
三
三
六
票

沢
田
茂
三
二
八
票

秋
元
武
治
三
○
九
票

阜
Ｇ
ｑ
Ｑ
Ｆ
Ｄ
５
Ｉ
ｏ
少
ｏ
●
、
“
■
。
。
●
も
Ｂ
Ｄ
ｋ
５
ｏ
Ｇ
Ｑ
●
０
．
訳
ｂ
Ｇ
Ｇ
Ｃ
５
Ｑ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
８
ｌ
Ｑ
訳
●
８
８●

⑥
野
球
場
等
を
含
む
総
合
運
動

公
園
の
造
成
等
社
会
教
育
の
発

展
。⑦
道
路
・
側
溝
・
ゴ
ミ
・
下
水

等
生
活
環
境
の
整
備
。

⑧
水
田
利
用
再
編
対
策
を
は
じ

め
、
畜
産
、
畑
作
等
農
業
行
政

の
充
実
。

⑨
職
業
訓
練
校
の
拡
充
整
備
。

⑩
商
工
会
館
の
建
設
等
商
工
業

の
振
興
。

⑪
芦
野
公
園
、
妻
の
川
原
、
大

東
ヶ
丘
、
大
倉
岳
、
小
田
川
ダ

ム
、
湯
の
沢
冷
泉
、
嘉
瀬
観
音

山
等
観
光
開
発
の
推
進
。

⑫
嘉
瀬
保
育
所
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
開
設
等
社
会
福
祉
の

充
実
。

⑬
通
場
産
業
の
振
興
と
企
業
の

〃
其
田
豊
一
二
九
三
票
白
川
竹
治
二
五
二
票

″
吉
田
米
逸
二
八
七
票
木
村
不
二
男
二
三
五
票

〃
大
橘
勇
五
郎
二
八
六
票
吉
崎
正
光
二
二
五
票

今
野
宮
雄
造
二
八
一
票
原
田
兼
水
二
○
九
票

〃
加
藤
卓
爾
二
七
九
票
今
忠
造
一
四
四
票

次
沢
田
由
男
二
七
五
票
花
田
甚
市
一
二
九
票

古
川
哲
雄
二
六
九
票
櫛
引
米
次
郎
九
票

泉
谷
勉
二
五
五
票

。
ｇ
ｐ
ｏ
ｏ
Ｃ
合
。
、
、
。
。
。
、
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｊ
、
ザ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｊ
。
Ｑ
ｏ
ｏ
Ｂ
ｐ
ｏ
ｏ
、
ｆ
も
白
８
．
．
８
℃
Ｃ
Ｏ
妬
ｏ
ｑ
３
Ｄ
貼
０
ｔ
。
。
◆
ｏ
ａ
ｏ
０
３
ｏ
ｃ
３
８
日
夕
。
。
◆
、
Ｌ
タ
砧
。
。
ｑ
Ｄ
ｏ
ｏ
、
Ｄ
ｔ
も
ず
わ
８
０
。
。
。
咄
ｆ
Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｑ
◇
＆
９
。
、
●
８
２

確
立
を
図
る
。
誘
致
。

⑤
金
木
中
学
校
の
早
期
新
築
を
⑭
ば
ん
え
い
競
馬
に
つ
い
て
は

は
じ
め
、
義
務
教
育
施
設
の
充
広
く
各
界
の
意
見
を
聞
き
、
慎

実
を
期
す
る
。
重
に
対
処
す
る
。

③
野
球
場
淳
を
含
む
窓
合
里
肋
Ｉ

農
地
以
外
の
一
万
平
米
以

上
の
土
地
を
売
買
す
る
時
は
、

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、

県
知
輌
の
許
可
が
必
要
で
す
。

許
可
を
受
け
な
い
で
、
土
地

売
岡
の
契
約
を
し
た
者
は
三

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。国
土
利
用
計
画
法
は
、
国

土
を
総
合
的
に
し
か
も
計
画

的
に
利
用
し
て
い
く
た
め
に
参

必
要
な
手
段
に
つ
い
て
定
め
一

た
も
の
で
す
。

一
万
平
米
以
上
の

土
地
取
引
に
注
意
〃
．
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金 …木…だ翼翼…よ…り

（
第
百
十
八
回
）

金
木
町
議
会
臨
時
会

議
長
に
今
氏

副
に
白
川
（
峰
）
氏

三
月
三
日
の
組
織
会
で

､

吉田米逸氏加藤卓爾氏副議長白川峰雄氏議長今久米雄氏

1

●
白川徳政氏 伊丸岡勇氏 西村節男氏 鳴海義男氏

去
る
三
月
三
日
招
集
の
第
百

十
八
回
金
木
町
議
会
臨
時
会
は

二
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
選
挙

で
当
選
し
た
新
議
貝
に
よ
る
議

会
の
組
織
会
と
も
い
わ
れ
る
も

の
で
、
当
ｎ
は
、
大
橘
勇
五
郎

鍍
瓜
が
仮
議
長
と
な
り
、
議
貝

全
貝
の
出
席
で
、
午
前
十
時
五小野祐蔵氏 小田桐喜吉氏対馬兼正氏 小林長一氏

十
五
分
開
会
、
田
中
町
長
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
議
長
に
今
久
米

雄
氏
、
副
議
長
に
白
川
峰
雄
氏

を
選
任
し
、
各
常
任
員
や
組
合

議
員
な
ど
を
選
任
し
て
、
午
前

十
一
時
二
十
九
分
閉
会
し
ま
し

た
。

議
長
ほ
か
選
任
さ
れ
た
委
員其田豊一氏 伊藤清慈氏沢田政孝氏 秋元武治氏

●
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
長
今
久
米
雄

副
議
長
白
川
峰
雄

総
務
企
画
常
任
委
員
会

◎
其
川
蝋
一
、
○
伊
丸
岡
勇

吉
田
米
逸
、
加
藤
卓
爾
、
○
鴫

海
義
男
（
◎
印
は
委
員
長

○
印
は
副
委
員
長
、
以
下
同
じ
）

都、
4

竹内武六氏勇五郎氏 沢田茂氏野宮雄造氏 大橋

教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎
秋
元
武
治
、
○
白
川
徳
政
ｕ

大
橋
勇
五
郎
、
野
宮
雄
造
、

○
小
野
祐
蔵

土
木
常
任
委
貝
会

ゾ
◎
小
林
長
一
、
○
伊
藤
清
慈

沢
田
政
孝
、
小
田
桐
喜
吉
、

対
馬
兼
正

農
林
商
工
常
任
委
員
会

◎
竹
内
武
六
、
○
西
村
節
男

沢
田
茂
、
今
久
米
雄
、
白

川
峰
雄

西
北
五
衛
生
処
理
組
合
議
会
議

員
伊
丸
岡
勇

公
立
金
木
病
院
組
合
議
会
議
員

白
川
徳
政
、
西
村
節
男

西
北
五
精
神
薄
弱
児
施
設
組
合

議
会
議
員
沢
旧
政
孝

瀧
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会

議
員
野
宮
雄
造
、
対
馬
兼
正

津
軽
北
郡
老
人
福
祉
事
務
組
合

議
会
議
員

大
橋
勇
五
郎
、
小
野
祐
蔵

金
木
町
監
査
委
員

大
橋
勇
五
郎
、
成
田
清
明

金
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
中
西
慎
一
、
津
島
正

次
郎
、
近
藤
仁
、
高
杉
武
太

郎補
充
員
中
村
正
俊
、
田
中

長
右
ェ
門
、
三
上
正
、
今
徳

盛 伊
藤
清
慈
、
小
田
桐
喜
吉
、

（3）
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口

……金…木…だ翼遜…よ…り

掛
む
し
ろ
を
く
ぐ
っ
て
カ
イ

ム
（
嘉
衛
門
）
の
家
へ
遊
び
に

行
っ
た
ら
、
満
て
る
ポ
ト
層

ろ
）
に
藁
の
ツ
ナ
ゲ
締
め
た
モ

ッ
ケ
が
シ
ポ
ド
（
朋
炉
裏
）
の

中
に
足
を
突
っ
込
ん
で
、
デ
ン

パ
で
ド
プ
ロ
ク
飲
ん
で
い
た
。

子
供
の
私
を
見
る
と
、
大
き
な

赤
ま
な
ぐ
を
ギ
ョ
ロ
つ
か
せ
て

ニ
ヤ
ラ
と
笑
っ
た
。
モ
ッ
ケ
は

蛙
の
こ
と
だ
が
、
本
名
は
小
野

茂
肋
と
い
う
ら
し
い
。
壁
塗
職

人
で
、
モ
ッ
ケ
の
名
前
で
通
っ

て
い
た
。
大
き
な
体
を
し
て
、

お
っ
か
な
い
面
で
は
あ
る
が
、

好
人
物
だ
っ
た
。

嘉
衛
門
が
松
前
へ
雁
い
売
っ

て
留
守
だ
っ
た
。
そ
の
閉
守
中

に
溌
術
門
の
カ
ガ
（
妻
）
が
家

の
ま
わ
り
の
壁
が
落
ち
た
と
こ

ろ
を
、
モ
ッ
ケ
に
頼
ん
で
修
理

さ
せ
て
い
た
の
だ
。
こ
の
家
の

オ
ジ
（
次
男
坊
）
と
私
は
友
達

だ
か
ら
遊
び
に
行
っ
た
の
だ
。

嘉
衛
門
の
家
で
は
、
お
や
じ

と
息
子
の
二
人
で
松
前
に
行
っ

壁
塗
り
モ
ッ
ケ

(11）
て
い
て
、
美
国
の
ニ
シ
ン
場
か

ら
干
ニ
シ
ン
な
ど
送
っ
て
寄
越

し
て
い
た
。
そ
の
干
ニ
シ
ン
の

ホ
カ
割
に
生
味
哨
を
つ
け
て
モ

ッ
ケ
は
滴
の
さ
か
な
に
し
て
、

皮
の
ま
ま
う
ま
そ
う
に
食
っ
て

い
た
。
友
達
の
オ
ジ
は
私
に
も

そ
の
干
ニ
シ
ン
を
三
本
く
れ
た

金
木
の
人
た
ち
は
モ
ッ
ケ
の

手
は
箕
の
よ
う
に
大
き
い
と
噂

を
し
て
い
る
の
で
、
私
も
そ
れ

を
思
い
出
し
て
、
モ
ッ
ケ
の
手

を
見
た
が
、
箕
ほ
ど
で
は
な
い

け
れ
ど
も
確
か
に
バ
カ
デ
ッ
カ

イ
手
だ
っ
た
。
手
ば
か
り
で
な

く
、
シ
ポ
ド
に
突
っ
込
ん
だ
足

も
ま
た
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

・
壁
塗
り
は
、
藁
を
切
っ
て
ツ

タ
（
つ
な
ぎ
）
を
入
れ
た
泥
を

足
で
踏
ん
で
か
き
ま
ぜ
、
そ
れ

を
素
手
で
塗
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
ま
っ
た
く
荒
仕
聯
だ
。
そ

し
て
モ
ッ
ケ
の
大
き
な
手
と
、

大
き
な
足
は
、
そ
の
仕
覗
を
す

る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
よ
う

に
出
き
て
い
た
。
こ
の
モ
ッ
ケ

●

に
も
苦
手
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

毛
虫
だ
っ
た
。

カ
イ
ム
の
オ
ジ
は
桑
の
葉
を

持
っ
て
裏
の
畑
へ
出
て
い
っ
た

私
も
つ
い
て
い
く
と
、
畑
に
カ

イ
コ
の
箱
が
あ
っ
た
。

「
ど
し
て
、
カ
イ
コ
の
鞆
こ
ご

さ
榧
く
の
が
」
と
剛
く
と
、
オ

ジ
は
「
モ
ッ
ケ
が
お
か
な
が
る

か
ら
、
カ
ガ
が
畑
さ
隠
し
て
お

げ
、
と
い
っ
た
ん
だ
ね
」
と
い

う
。
モ
ッ
ケ
は
あ
だ
名
は
「
蛙

」
だ
が
、
毛
虫
や
汁
虫
が
大
嫌

い
だ
そ
う
だ
。

家
の
日
陰
の
方
の
壁
を
塗
る

時
、
カ
ガ
は
苛
草
の
生
干
し
を

一
抱
え
持
っ
て
来
て
、
そ
れ
に

火
を
つ
け
た
。
背
革
は
燃
え
な

い
で
、
も
う
も
う
と
煙
を
あ
げ

た
。
仕
邪
を
し
て
い
る
モ
ッ
ケ

の
空
脛
に
薮
蚊
が
食
い
つ
く
の

で
、
蚊
い
ぶ
し
の
た
め
に
や
っ

た
の
だ
。

モ
ッ
ケ
は
「
そ
れ
で
よ
し
、

そ
れ
で
よ
し
」
と
ゴ
ホ
ン
、
ゴ

ホ
ン
煙
に
む
せ
な
が
ら
、
大
き

な
手
で
壁
土
を
で
ら
で
ら
と
塗

っ
て
ゆ
く
。
手
が
大
き
い
の
で

蒋
通
の
人
の
何
倍
も
は
か
ど
る

し
、
川
来
上
り
も
上
等
に
な
る

そ
う
だ
。
モ
ッ
ケ
は
欲
の
な
い

人
物
で
、
壁
塗
衝
よ
り
も
、
仕

覗
の
あ
と
で
好
き
な
酒
を
飲
ま

せ
て
貰
う
の
が
楽
し
み
な
の
で

あ
る
・掛
む
し
ろ
の
こ
と
を
は
じ
め

に
秤
い
た
が
、
そ
の
頃
は
ま
だ

村
に
は
掛
む
し
ろ
を
入
り
口
の

戸
の
代
用
に
し
て
い
る
家
が
大

部
あ
っ
た
。
そ
れ
に
ヘ
ン
チ
（

便
所
）
は
全
部
戸
外
に
あ
る
。

ヘ
ン
チ
の
前
に
は
カ
ー
テ
ン
の

●
よ
う
に
繩
を
何
本
も
垂
れ
下
げ

て
い
た
。
い
ま
の
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
の
代
用
に
は
藁
を
小

さ
く
折
り
曲
げ
て
使
っ
た
が
、

こ
れ
は
大
正
末
期
ま
で
た
い
て

い
の
家
が
そ
う
だ
っ
た
。
話
が

ち
と
匂
い
が
わ
る
く
な
っ
た
が

事
実
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
そ
う
と
、
金
木
の
人

(l保、つばき組のみなさん）

(3保、うめ組のみなさん）

た
ち
は
今
で
も
「
ア
グ
ド
（
足

の
裏
）
の
長
い
の
生
ま
れ
だ
ら

壁
踏
み
に
す
れ
ば
よ
い
、
手
の

大
き
い
の
が
生
ま
れ
だ
ら
壁
塗

り
さ
せ
れ
ば
よ
い
」
と
い
う

こ
れ
は
小
野
茂
助
か
ら
出
た
名

言
か
も
知
れ
な
い
、
と
私
は
思

う
こ
と
が
あ
る
。

（
「
金
木
郷
土
史
」
よ
り
）

一
色
望

魁

巳

F－d■Lq■F～～▲▽今▼今マーー今マムマ一寺今守一寺』■L▽｡■L＝■
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金 …木…だ麓…よ…り

金
木
町
で
は
、
毎
年
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す

が
、
五
十
四
年
度
は
亜
伍
挙
・

陸
上
な
ど
に
活
躍
し
た
次
の
十

二
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

金
中
西
村
真
由
美
（
ス
キ
ー
）

″
大
佐
賀
猛
（
陸
上
）

保険証の検認を行います
金

現在使用している国民健康保険の保険征は今月末で期限がなく

なり使用出来なくなりますので、次のところで検認を受けて下さ
い｡

※転入、転出、分家など移動のある方は、印遥を持参ください。

木
町
ス

、

＝毎lal３
月
犯
日
鋤

３
月
”
日
附

３
月
沁
日
㈱

３
月
型
日
側

３
月
詣
日
㈹

期 《
ポ
ー
ツ
賞

十
二
名
が
受
賞

十遠征する柏谷君

日

金
高
田
中
二
紀
子
（
〃
）

〃
船
場
民
樹
（
〃
）

〃
福
井
幸
喜
（
重
垂
挙
）

〃
福
井
勝
彦
（
〃
）

″
商
松
弘
行
（
〃
）

五
農
津
朋
和
人
（
野
球
）

″
野
宮
主
税
（
〃
）

〃
中
村
一
（
〃
）

″
石
戸
谷
洋
平
（
ス
キ
ー
）

五
一
高
三
潟
弘
昭

（
小
林
寺
拳
法
）

※
ス
キ
ー
大
会
国
外
遠
征
者

束
義
柏
谷
学
（
前
回
表
彰
）

午
前
８
時
鋤
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で

午
前
８
時
釦
分
か
ら

午
後
３
時
鋤
分
ま
で

時

〃 〃 〃

間

●役
場
川
倉
老
人
憩
の
家

喜
良
市

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

嘉
瀬
公
民
館

蒔
田
老
人
憩
の
家

場

●
次
の
方
々
よ
り
金
木
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

〈
歳
末
助
け
合
い
資
金
〉

○
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（

一
戸
哲
三
会
長
）
三
万
円

○
金
木
地
区
ヤ
ク
ル
ト
販
売
店

五
千
百
四
十
円

○
夏
坂
真
史
さ
ん五
百
五
十
二
円

○
渋
谷
和
樹
さ
ん

な
お
表
彰
終
了
後
、
国
外
遠

征
す
る
柏
谷
く
ん
の
壮
行
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

保
険
課

所

金
木

（
含
、
大
東
ヶ
丘
）

嘉川
倉
・
藤
枝

更喜蒔
田
、
神
原

沢
部
の
一
部

区
域鳶良

瀬落市

国
で
は
、
「
米
」
に
対
し
て

年
々
き
び
し
い
取
扱
い
を
す
る

よ
う
に
な
り
、
皆
さ
ん
も
転
作

等
で
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
難
し
い
時
節
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
は
、
消
費
者

の
好
む
「
一
等
米
で
お
い
し
い

米
づ
く
り
」
が
な
ん
と
し
て
も

必
要
で
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
、
今
ま
で

の
よ
う
に
行
政
機
関
が
面
倒
を

み
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
期
待
感
を
捨
て
て
、
農
業

関
係
機
関
と
一
体
と
な
り
「
売

れ
る
米
づ
く
り
」
の
た
め
に
、

窒
素
質
肥
料
の
抑
制
・
適
期
刈

取
り
・
乾
燥
機
利
用
方
法
・
籾

ず
り
調
整
な
ど
を
実
行
し
・
て
、

千
六
百
四
十
六
円

〈
社
会
福
祉
事
業
資
金
〉

○
福
田
元
信
さ
ん
十
万
円

○
御
詠
歌
大
和
講
金
木
支
部
（

山
形
茂
之
進
支
部
長
）
五
万
円

○
今
照
光
さ
ん
五
千
円

○
金
木
町
商
工
会
婦
人
部
（
福

き
び
し
い
農
業
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
〆
．

売
れ
る
米
・
良
質
米
の
生
産
を

●
山
初
枝
部
長
）
三
万
五
千
円

○
秋
元
ゆ
か
り
さ
ん
二
千
円

●
斉
藤
義
信
さ
ん
（
芦
野
町
・

斉
藤
商
会
店
主
）
か
ら
、
役
場

へ
消
火
器
十
二
本
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

米
を
守
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

な
お
、
役
場
で
も
今
後
い
ろ

い
ろ
な
講
習
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
毎
戸
か
ら
一
人
は

必
ず
出
席
し
て
、
米
づ
く
り
の

勉
強
を
し
ま
し
ょ
う
。
（
産
業
課
）

勤務時間が変ります。

役場の勤務時間が4月1日から

次のようになります。

平日午前8時15分～午後4時45分
（昼休みは正午～午後1時）

土曜日午前8時15分～正午

1

働
き
な
が
ら
学
ぼ
う
と
い
う

人
達
に
高
校
教
育
の
機
会
を
与

え
て
い
る
の
が
、
県
立
弘
前
高

校
の
通
信
教
育
で
す
。

同
校
通
信
制
で
は
五
十
五
年

度
の
入
学
者
を
募
集
中
で
す
。

出
願
は
四
月
七
日
ま
で
受
付
け

し
ま
す
の
で
、
学
習
方
法
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、

弘
前
市
大
字
新
寺
町
一
番
地

県
立
弘
前
高
等
学
校
通
信
制

電
話
⑳
三
二
‐
九
四
二
四
）

国
民
年
金
の
特
例
納
付
の
受

付
け
は
六
月
ま
で
で
す
。

未
加
入
者
や
保
険
料
の
納
め

忘
れ
で
、
年
金
の
受
給
資
格
を

失
っ
た
人
へ
、
五
十
三
年
の
七

月
か
ら
今
年
の
六
月
ま
で
に
、

滞
納
分
の
納
付
を
認
め
、
年
金

権
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

』

の
で
す
。

納
付
に
は
貸
付
金
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
今
一
度
、
あ
な

た
の
年
金
資
格
を
役
場
へ
お
確

か
め
下
さ
い
。

迫
る
特
例
納
付
期
限

年
金
権
を
復
活

弘
高
通
信
制

入
学
者
の
募
集

Pニマ▲マニマョ
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金 …木…だ麓…よ…り

（
十
二
月
分
）

浅
利
恵
子
（
正
光
）
川
倉

小
林
千
草
二
義
）
金
木

剛
中
哲
也
（
弘
明
）
金
木

伊
藤
香
澄
（
年
美
）
嘉
瀬

原
川
菜
都
美
（
服
栄
）
嘉
瀬

白
川
兄
広
（
六
助
）
金
木

伊
丸
岡
学
（
博
）
欝
良
市

仙
丸
岡
一
億
（
博
）
喜
良
市

仙
場
大
也
（
良
典
）
金
木

松
川
健
否
（
勝
男
）
砺
瀬

沢
田
哲
郎
（
俊
則
）
嘉
瀬

料
川
あ
け
み
（
信
家
）
喜
良
市

沢
川
美
由
紀
（
正
治
）
嘉
瀬

竹
内
俊
光
（
徳
郎
）
金
木

斉
藤
凸
栄
（
淑
人
）
溌
瀬

秋
元
仁
（
幸
徳
）
嘉
瀬

原
田
司
子
（
兼
光
）
嘉
瀬

中
谷
亜
有
美
（
啼
雄
）
川
愈

石
戸
谷
茂
夫
（
秀
一
）
金
木

阿
部
奈
津
子
（
繁
）
金
木

泉
谷
明
緩
（
治
利
）
川
倉

安
田
真
吾
（
勉
）
金
木

秋
元
美
由
紀
（
末
吉
）
川
倉

工
藤
公
太
（
稔
）
藤
枝

工
藤
浩
平
（
真
段
）
金
木

－ご誕生-

おめでとう

曇
長
谷
川
郁
海
（
清
久
）
金
木

宮
崎
浩
司
（
堅
治
）
喜
良
市

坂
本
里
奈
（
繁
）
金
木

大
橋
壮
行
（
行
博
）
金
木

西
村
新
悟
（
重
正
）
惑
良
市

伊
丸
岡
正
幸
（
幸
二
喜
良
市

山
田
奈
沖
美
（
諭
）
金
木

今
真
智
子
（
昇
二
嘉
良
市

商
橘
幸
広
（
伸
幸
）
金
木

二
月
分
）

今
博
寿
（
俊
博
）
喜
良
市

安
川
幸
司
（
実
）
金
木

松
川
恭
子
（
清
美
）
嘉
瀬

角
川
さ
や
か
（
行
雄
）
金
木

岡
川
紋
佳
（
明
男
）
川
倉

沢
田
淳
（
勝
雄
）
金
木

小
松
夕
希
子
（
英
行
）
嘉
瀬

木
下
恵
里
（
実
）
蕊
瀬

桑
田
歩
（
蝋
）
再
良
市

工
藤
美
里
（
登
）
喜
良
市

鴫
海
竹
織
莇
雄
）
喜
良
市

泉
谷
八
美
（
佳
司
）
川
倉

泉
谷
美
佳
（
忠
信
）
川
倉

小
松
幸
子
（
浦
ご
据
瀬

伊
藤
公
和
（
隆
男
）
金
木

工
藤
武
敏
（
武
明
）
金
木

宮
崎
修
司
（
博
美
）
悪
良
市

山
中
正
文
（
節
）
嘉
瀬

中
村
誠
（
行
夫
）
川
倉

松
橘
滴
可
（
繁
隆
）
金
木

前
田
英
樹
（
再
一
郎
）
神
原

花
爪
雅
大
（
和
雄
）
金
木

●

（
十
二
月
分
）

（
蹄
諏
郭
蝕
一
麺
鐸
蛎
諦
癖
輌

（
鑑
賀
雑
一
垂
垂
稚
森
群

（
癖
銅
謝
套
一
皿
識
郵
誇
睦
林

（
孵
細
施
輌
癩
藥
鑑
良
林

（
鑑
睡
容
識
一
轆
拮
蛎
壷
需
榊

（
鰄
蕊
蕊
姦
林

（
靹
嘩
保
諾
一
蟄
錘
罐
浜
赫

（
虹
蠣
州
誌
一
師
詰
）
識
城
蛎

（
呼
叩
眠
燕
一
藝
吠
郵
鐇
嘉
穂

へ
門
間
勇
悦
（
邦
之
助
）
秋
田

一
斉
藤
裕
子
（
重
滴
）
嘉
瀬

（
露
祁
扶
葬
誠
認
砿
郵
釜
秋
州

今
俊
介
（
修
治
）
喜
良
市

桑
田
宮
之
（
唯
昭
）
喜
良
市

対
馬
裕
子
（
要
二
川
倉

福
井
藤
子
（
喜
八
郎
）
喜
良
市

-ご結婚一

おめでとう

稀
刎
美
子
琴
轌
毯
峡
蓉
饒
榔

（
細
馴
謡
に
琴
恥
伸
荊
綜
杣
轌

（
帷
岼
掻
珪
一
麺
一
一
郵
祁
稚
岼

（
酷
癖
富
簔
葎
一
涯
榊
一
語
鐸
柿

（
距
帳
鍍
淘
砺
塞
釧
檜

（
柁
馴
圭
評
一
弐
雌
誌
葉
舛

（
緋
ミ
篭
蕊
羅
躰

（
輝
雄
》
罐
一
睡
睡
一
韓
京
銅

（
季
畑
和
遜
一
雄
些
咋
竜
零
吋

（
鋤
野
美
蝿
詞
蛎
琴
）
評
嘩
伽

（
誰
木
翻
訓
一
轄
卦
蛎
謹
塞
岬

町の人口と世帯数

｜』i謝
男

人口女

計

世帯数3,903世帯

(S55.9.30現在）

●
〆一、〆一、〆一ヘ〆へ〆一、／一、〆一ヘ／一、

岸工成西國中白秋小三工工工鴫行斉
藤田村井谷川田野和藤藤藤海川藤
し美谷美き時
ず滴悦貞由キ義幸忠智幾み隆洋男
子司子二喜悟ミ昭子正子雄子二子へ
ヘヘヘヘーー、ヘヘヘヘーー、〆～_、へ辰
五睦要広晃二平善兼元久忠清為昭五
郎正一､~′一郎内太雄一、-召蔵衛之へ夫郎
､‐ﾊｰ′、~′、‐～′、-"郎、-～、‐／、-助一、~～
碇嘉喜五束jll金､‐′川市藤車稲~／月干喜
ケ良所京中浦力垣嘉分葉良
間瀬市市都倉木里倉村枝村村瀬一県市

一

（
十
二
月
分
）

徳
田
よ
つ
（
師
）
蒔
田

津
島
淳
一
（
運
金
木

沢
田
悦
造
（
泥
）
金
木

蒔
田
正
遊
（
副
）
金
木

小
田
桐
昇
（
団
）
金
木

工
藤
ツ
ル
ヱ
（
鉛
）
喜
良
市

田
中
シ
ュ
ン
（
副
）
蒔
腿

〆一ヘ／一、／へ／一、〆ー、／一、／一、〆一、〆一、

増谷斉小小西須伊田須伊今三沢津津三泉
田口藤山野村藤藤中藤藤上田島島上谷
内 志

直雅京義栄政絃裕悟伸秀ハー良伸津－－
子春子昭子秀子勇子一、子則ツ雄子治子幸
,～_、へへへへ〆～一、，一､喜へへ，～－、へへへへ
文有幸義定昭富民敬一漸金勝東正円清千
雄弘雄美男八二弥治郎、一雄義一次次－－"代
一一一､-／、-ﾊｰ″、-=ー、~～′、~〆、~～〆郎郎八
喜北喜嘉五喜青喜金五森喜中金、~へ-／五一
良海良所良森良所田良里金金所川
市道市瀬市市市市木市村市町木木木市倉

鎌
田
フ
ョ

鴫
海
久
光

伊
藤
昭
七

対
馬
柾
逸

江
良
宇
三
郎

鴫
海
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